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1． は じめ に

　近年 ， 保育をめ ぐる杜会的な動 きが 如何 に急変 して い るか を裏付ける もの して ， 保育所保育指

針の 改訂が あげ られ よう。 1965 （昭和 40）に策定 され た保育所保育指針は ， 25年後の 1990 （平成

2）年に初め て大幅な改訂 とな っ たが，その 後10年 を待 たず して ，1999 （平成 11）年に 改訂 され

た。そ して ， 今年 さ らな る改訂作業 の 最中にあ る現状 を認識すれば ， 保育者養成 も， 保育界をめ

ぐる諸状況 の 激 変に連動 して新 た な課題へ の 対応 を迫 られて い る と言 っ て も過言では な い 。

　また ， 少子化対策， と りわけ待機 児童解消 を背景に した保育士需要の伸び は ，保育養成機関の

増大 （新設 ・定員増） をもた らしたが ， 高等教育全入時代 を迎え 多様 な価値観や 生活ス タ イル を

持 つ 現代学生 を保育者へ と養成す る困難 さ も切実化 して きた。

　こ フ した 厳 しい 状況 を乗 り切 るため に ， 養成校独 自の 努力 は言 うま で もな く， 養成校間 の ネ ッ

トワークに よる研修 の 充実 は い よい よ必須 の こ と とな っ て きた。九州 の保 育者養成校 の 歴史に お

い ては ， 1996年 （平成 8年）よ り開催 され．て きた 「九州ブ ロ ッ クセ ミナ
ー

（以下，九プ ロ と略す）」

の 存在 を欠か す こ と は 出来な い 。

　熊本県阿蘇 で 開催 され た九 プ ロ の 第 1 回大会で は，つ ぎの 5 点 の 問題提起が なされ て い る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （＊ 注 　当時の ま ま保母 と記載）

　  教員 の本 来の 専 門分野 と保母養成の 授業 を担当す る こ との 関係 をどう捉え るか 。

　  教員 の 保母 養成 の全体的カ リキ ュ ラ ム 理解 と， 自己 の 担 当教科 の位 置づ けは明確 で あ るか 。

　  教員 間で 保母養成各科 目の 内容 の 相互理解 ・連絡調整 などは で きて い るか。

　  保育現場 との 連携は十分 で あるか 。何 らか の 形ですべ て の 教員が 関わ っ て い るか 。

　  保母 養成に関わ るすべ て の 教貝が 「保育」に対 し て 強 い 関心 を持 っ て い るか 。

　 こ の 問題提起 の 草案 は，当時の 準備委員会 メ ン バ ー
で あっ た本学 の 故高橋紀明教授 の 手に よ っ

て なされ た もの で あ り， 九 プ ロ 開催に 本学教員 の 数名が 深 く関わ っ て い る こ とは特筆 に 値す る 。

　沖縄女子短期大学の鎌 田佐 多子は ， 平成 16年度 の 会報 「保育士養成」にお い て ， 全 国保養協や
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九 プ ロ に よ っ て育て られ た と自らの 軌跡 を振 り返 り， 上記 5点の 問題提起 は まさに 自分 と勤務校

の 課題 で あ っ た と述 べ て い る。こ の 課題 の 共有化 を養成校 の 教員同士 で 図れ る か ど うか ， すなわ

ち教 員の 専門性 向上 を組織的に 構築 で きるか どうか が各養成校共 通の 重要な指針 とな っ て くるだ

う つ 。

　上 述 した とお り， 本学で は牽引的役割を持 つ 教員が九プ ロ 発足の 準備段 階よ り関わ りt 早期 の

段 階か ら， 所属専攻の 他教 員に参加 を呼び か け，近年はほ ぼ 全員が 参加 して い る 。 そ の 結果 ， 教

貝個 人の 意識変容に 留 まらず ， 保育者養成校 として の 組織的か つ 相乗的なプラ ス の 変容が認め ら

れ るよ っ に な っ た 。

　すなわ ち ， 保育士養成校全体 の 課題 の 把握や他養成校 の 教 員との 情報交換 を通 して ，所属教 員

全貝が ， 本学 の 課題 とはなにか ， 九州の 他養成校 と相対化 して認識 し，共有化 し，組織的な取 り

組み へ と発展 させ て きた 。 こ うした教員間の 協力体制の 構築は容易で は な い と指摘す る声 も聞 く

一方で ， 養成校教貝 の 資質向 Lに は不可欠 の 要素 とす る声 もある。

　本報告 では ， 乳幼児保育 専攻教貝全員の 自主的な学習会 （以下，専攻学習会 と い う）を中心 に

取 り トげ，本学 の 学習会の 歴 史，専攻 学習会 が 開催 に至 る経 緯，そ の 実践 内容 を振 り返 りなが ら ，

九 プ ロ で の 問題 提起 に 沿 っ て
， 組 織 的取 り組 み が 可能 に な っ た 条件 を考 察 し た い 。

2 ．乳幼 児保育専攻 教員 の 自主的 な 学習会の 歴 史的流れ

　本章で は ， 乳幼児保育専攻 （旧幼 児教育専攻）の 教員の 自主 自発 的な学習会 ・
研修会 の 参加状

況 を概観 し， そ の 効用 を提示 して い く。論旨を明快に するために ，便宜上で は あるが ，九 プ ロ 開

催 （1996）前 と開催後 に分 けて 述べ て い きた い
。

九州ブ ロ ッ ク セ ミナー開催以前

  1969年に 保母養成校 の 指定 を受け る 。

  80年代 よ り保育者養成に高 い 関心 を持 つ 教員数名 を中核 と した ，現場協同型の 自主的な学

　習会 「表現 保育の 会」が 開催 され て い た 。現 場 の 熱心な保育者や 県外 の 先進 的な養成校 との

　情報交換 も され て い た。特に 「よ りよ い 自由保 育 を模 索す るなか で の 表現活動 とは何か 」 と

　 い う目的が 共有 されて い た 時代 で あ っ た 。

  教員の 提案に よ り保育 内容の 総 合化 を図 るため ， 複数 担 当者に よ る授業展 開が 取 り入 れ ら

　 れた。こ の 実践報告が 当時本 専攻に所属 して い た 吉牟 田美代子， 1牧高橋紀明，牟 田常文，相

　浦雅 子 らに よっ て 全国保育」養 成研修会 で報告 され，先見的な授業方 法 と して注 凵 を集め た。

  身体表現系教員 に よ る リカ レ ン ト教育の 模索が 始ま る。保育者で ある卒業生 を中心に 1 −

　 2 日間の 研修が 開催 された過程 で ， 従来の 授業内容の 再提供 で は な く， 現場 に 役立 つ 研修プ

　 ロ グラム の 必要性 が分 か ワ， 養成校が現 場に学ぶ姿勢が示 唆 され た ．
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　　　　　　　　　　　　　　　 養成校教員 と して の 専 門性 向上 の 組 織 的 取 り組 み （田 口 香津子）

九プ ロ 開催 （1996）後，専攻学習会開催前 （2004）

  九 プ ロ の 創始期 よ り E記 の 教貝が 関わ っ て い た が
， まだ 大 多数の 教貝は無関心 の 段 階 であ

　 っ た。保 育者 の 質の 向上 に対 して個 々 の 教貝が課題意識 を持 ちなが らも，組織的な取 り組み

　 まで に は 至 っ て い な い
。

  吉牟 田専攻主任 （2000年 4H 〜） の 熱心な働 きか けに よ り専攻会議が頻繁に開催され た 。

　専攻教員全員 が ， カ リキ ュ ラム な どの 教務関係，実習指導 を含め た 学生指導 ， 生涯学習 セ ミ

　ナー
の 目的 と内容検 討 な ど協議 しなが ら ， 企 画運営 して い く過程が 通常 とな っ た 。 こ の こ と

　に よ 1）　7 所属意識の 高 ま りが 生 まれ ， 所属教員間の 協調性が 重視 され て きた 。

  　2001年，幼稚 園教育要領 改訂の勉 強会が 呼び か け られ ，
九 プ ロ の 生み の 親で あ る ， 福岡県

　立 大学の 甲斐彰 先生 を招 い て ，全員参加型学習会が 開催 され た。保 育所保育指針 ， 幼稚 園教

　育要領 などは教科 の 種 類に 関わ らず， 養成校教貝が共 通 して 理解すべ き基本事項で あ る こ と

　が 改め て 認識 された。

  　九 プ ロ に参加 する教員の 増加 とその 積み重ね が 始 まる。九 プ ロ 参加 の 実績 として ， 他の 養

　成校で効 果的 とされ た実 践 を取 り入 れ る流れ が 生 まれ て きた 。と りわ け，実習指導等 の 学内

　体制が徐 々 に変化 した。実 習担当者 の 複数化 と協力体制強化 ， 入学か ら卒業 まで 時間割の 中

　で実習指導を行 うカ リキ ュ ラ ム 改訂，地 区別 オ リエ ン テ
ーシ ョ ン

，
1． 2 年合同反省会等の

　開催な ど実習指導の 充実は 九プ ロ 研 修の 賜 とい える 。

  2004年児童教育学科幼児教育専攻が こ ど も学科 乳幼 児保育専攻 とな り， 新 た な保育士 養成

　機関 と して こ ども学科 こ ど も学専攻 が認 可 を受け た。保育士需要 の 高 まりに よる保育者養成

　校の 定員増の 流れに乗 っ た もの で はあ るが ，

一
つ の 学科 に 二 つ の 保育士養成校が 生 まれ ， そ

　 れ ぞれ の 独 自性 を模索 して い か ねばな らな くな っ た。

　こ の よ うに概観 して み る と
， 本専攻教員数名 らが 実践 して きた 80年代の 学習会 の 積 み上 げが 九

プ ロ 開催 の 原 動力 の ひ とつ とな り， 所属教 員殆 どが参加 しだ した 九 プ ロ の 研修 の 積み．Eげに よ っ

て 自主的学習会 を開催 して い こ うとす る機運が醸成 され た と言 っ て も過 言 で はな い と思 わ れ る 。

それ は ， 所属教 員
一

人
一

人の 主体性 を尊重す る民主的な運営 を歴代の 専攻主任が して きた こ とに

通底す る だ ろ う。

3 ． 専攻学習会開催の 経緯 と実践

　専攻学習会の 直接の 契機 は，上述 した と お り2004年度 よ り乳幼 児保育専攻 と こ ど も学専攻 とい

うふ た つ の 保育者養成機関が 成立 した こ とで ， 「乳幼児保育専攻」が 改め て ， ど の 様 な保育者を育

て た い の か ，その た め に ど の ようなカ リキ ュ ラ ム が 必要な の か，教貝と して どの 様な こ とを学べ

ば い い の か な ど の 新 し い 局面に 立 た され た こ と に あ る。乳幼児保育専攻学習会2004の 趣意書には

「乳幼児保育専攻の ス タ
ー トを機 に ， 新た な保育 ニ

ーズ や 課 題 に つ い て の 学 習 を深 め た い
。 保育現

場 の 先生方 の 声 に耳 を傾 け，交流を深め る姿勢 を大切 に す る た め 自主的 な学 習会 を継続的に開催
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した い （後略）」と記して い る 。
こ の ね らい は まさ に ， 九プ ロ の 問題提起の   保育現場 と の 連携を

形 に した も の と い え よ う。

　運営概要 は，毎 月 2 名 の 当番制で 運営す る，毎月第 3水 曜 日の 午後 6 − 8時（話題 提供 1時間 ：

意見交換 と懇親 1 時間）に 開催 する ， 運営に か か る費用 （講師謝 礼 ・懇親費） と して年会費各 自

1万 円 とす る等で ある。こ の よ うな提案 を所属教員が 自ら必要 なこ と として 了解 し， 協力体制 を

と りなが ら ス ム
ーズな開催 に至 っ た こ とは付 記した い 。

　20  4年度の年 問テ
ー

マ は，保育現場 との 連携で あ っ た。以下 ， 表 1 として
， ど の 様 な学習会が

開催 され たか ， 講師 とテ
ー

マ をあ げ て お く、

表 1 ．2004年度　専攻学習会の テ
ー

マ と講師

2004年度 テ　　
ー

　　 マ 講　　 　　　師

5月 男性保育士か ら見た保育 の世界 F幼稚園教諭 S 先生

N 保育園保育 上 T 先生

6月 乳児院にお ける保育士 の 役 割 乳 児院養護課長 N 先生

7 月 B 大学保育士 養成に っ い て B 大学短期大学 A 先生

9 月 幼稚 園現 場か ら養成校 に望 む こ と S幼稚園園長 S先生

10月 保育 園現場か ら養 成校に望む こ と J保育園園長 S 先生

11月 佐賀市の保育状況 を考え る S大学教授　U 先生

12月 医療的側 面 か ら見た 保育士 医師 ：兼任講師 T 先生

1 月 現場の 子ど も理解 と対応 保育者 ：兼任 講 師　K 先生 A 先生

2 月 保育者 をど う育て るか 付属幼稚 園主任 M 先生 T 先生

　2005年度は ， 専攻学習会の 時間帯を， 子育て巡回サ ロ ン に向けて の 協議に 当て たため ， 実質 は

一
回 の み の 開催す る こ とにな っ た。本専攻 の 特色 と して 打 ち出 した 「乳幼児」を もっ と知 ろ うと

い う年間テ
ーマ で，20〔〕6年 2 月　乳児院看護課長 N 先生 を講師に ， 「乳児院に よる保育士 の 役割 II」

の テ
ー

マ で 学習 を行 っ た 。

表 2 ．2005年度 専攻学習会の テ
ーマ と講師

2005年度 テ　　
ー

　　 マ 講 　　　　　師

2006／2月 乳児院に よる保育士 の役割 II 乳児院看護課長 　N 先生
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　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 養成校教員 と して の 専 門性 向上 の 組 織 的取 り組 み （田 「コ香津 子 ）

　2006年度 の 年間テ
ーマ は 「兼任講師 との 連携」であ っ た。乳幼児保育専攻 の 保育者養 成に は ，

専任教員 11名以外 に 兼任 （非常勤）講師 9名が 携 わ っ て い る。2003年度よ り兼任 講師 と專任講師

の 全 貝参加 型 の 連絡会 を開催 し，本学の保育者養成の 課 題や 日標な ど 共通認識 を図 っ て き た が ，

年間 1 − 2 回 ， 2時間の 開催 で は不足 して い る とい う背景が あ っ た 。 2006年度は 兼任講師の 授業

内容 の 理解 を深め る こ と で ， 本学の 保 育者養成の 全体像を具体的に共 有化 出来 る の で は な い か と

考え ， 兼任 講師 の 先生方に学習 会 の 講師を依頼 した。こ の 学習会 の 実践 は ， 九プ ロ の 悶題提起  

教貝の 專門分野 と保母養成担 当科 目の 関係性，  全体 的カ リキ ュ ラム 理 解 と 自己教科の 位置づ け，

  教員 間 の 各養成科 目内容の 相互理解に つ なが る もの と言 え よ う。

表 3 ．2006年度　 専攻学習会の テ
ー

マ と講師

2006年度 テ
ーマ 講師 （すべ て本学兼任講師）

5 月 小児保健 と保育者養成 H 先生

6 月 乳 児保育 と保育 者養成 T 先生

7 月 小児栄養 と保育 者養成 1 T 先生

8 月 小児栄養 と保育者養成 II K 先生

9 月 家族援助 と保育者養成 N 先生

10月 保育計画 と保育者養成 M 先生

12月 環境 と医学 と保 育者養成 T 先生

1 月 保育音楽療育 と保育者養成 N 先生

2 月 教育行政 学と保育者養成 K 先生

専攻学習会の 3 年間の まと め と して 以下の 事項をあげて お きた い 。

2004− 2006年度 の 学習 会 開催 i口1数は，全 19回，講 師 は延 べ 22名で あ っ た。全員参加 を原則に し

た 学習会で あ っ た が
， 実際は，全 回参加者 5 名，

回欠席者 2名で あ っ た 。

1 − 2 回欠席者 3 名， 3 − 5 回欠席者 1名， 6

4 ．考察 とま とめ

　九ブ P の 問題意識 と照 らし合わ せ なが ら，専攻学習会 の 開催経緯 と実践 を中心に 養成校教員 と

して の 資質向上 に 組 織的に 取 り組 ん で き た 歩み を振 り返 っ て き た 。 で は ， なぜ 専 門性 向上の 組織

的取 り組み が可 能に な っ た の か ， そ して ， 未だ解決 しなけれ ば な らな い 課 題 は何 なの か をま とめ

として 述 べ て み た い 。

まず，組織的取 り組みが 可能 に なっ た 要 因を養成校 内部の 視点か ら考 えてみ る と，以下の 4 点
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を上 げるこ とが 出来よう。

  専 門性 の 高 い 牽引的教員が
一部 では あるが意識改革 の 働 きか けや 研修の 土壌を作っ て きた こ

　 と。

  　所属教 員全貝の 協議 参加型の専 攻運営 が 定着 して きた こ と。

  改組 ・改革 の 必要性 か ら新た な専攻 へ と名称変更 し，教育 目標や 専攻の 特色 に つ い て 協議す

　る 中で ， さ らな る学習 の 必要性 を感 じる よ うに な っ た こ と。

  　学外研修会参加の 成果 を実習体制等に 取 り入れる ， 全員参加 の 子 育て セ ミナー実施 など， 組

　織的な取 り組 み に 対 し，相 乗的な効 果が 生 まれ た こ と

　　さ らに ， なぜ 専門性 向上 の 組織的取 り組 み が可能に な っ た の か を養成校間ネ ッ トワ ークの 視

　点か らまとめ る と以下 の 3点に集約 出来 よう。

  九州ブ ロ ッ クセ ミナー創始期か らの 中核 メ ン バ ー
が養成校同士 の 連携 の 必要性 ， 5 つ の 問題

　提起 に つ い て 認識 して い た こ と。

  九州ブ ロ ッ ク セ ミナー
へ の 参加者が増 え， 原則全員参加 へ と変容 し （近隣の た め経 費上 も参

　加が 容易 ），課題共有が で きや す くな っ た こ と．

  九 州 ブ ロ ッ ク セ ミナ
ー

で 他 養成校 の 情報 を知 り，相 対化 した視点 で ，本学 の 課 題 を認 識出来

　 る よ うに な っ た こ と。

　　 そ して ， 養成校 内部 と養成校間 との 有機的な循環が 出来上が っ て い た こ とが ，組織的取 り組

　み が 可能 に な る要因 ・条件 であ っ た と思われ る。

　　最後に 専攻学 習会お よび 組 織的取 り組 み の 抱える課題 に つ い て あげて お きた い 。

専攻学習会

  時間的制約

  空 間的制約

  　専任教員間の 担当科 目の 相互理解不十分

　組織的取 り組み 全体 とし て は ，

連帯感 を維持 する こ とが 困難に なる こ とが予想され る、

領の 改訂 な どを中核 に ，九州や 全国 の 養成校 の 動向 を把握す る こ とで ，学内の 方向性 も
一

本化す

る の では な い か と期 待 す る。そ の た め には ， 学習会 の 共有は必須 で あ る 。 本学が長 年に わた っ て

構築 して きた専 門性 向上 に む けて の 組織的取 り組み を今後 も続けて い きた い と思 う。

　各教貝 の 仕事量 の 増加 に よ り共通す る空 き時間 を確保す る こ とや学習

内容 を協議す る時間の 確保 が 困難に な っ て きた 。 2005年度が 1 回の み の

開催 しか 出米 な か っ た こ とに象徴 され る。

　教員 の 学習 の 機会 自体が ，保育現場参加型 へ 移行 しは じめ て お り，養

成校に て保育現 揚 との 連携 を図る に は 限界が あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　兼任講師の授業理解 を図 るこ と の 意義 は

あ っ た が ，九 プ ロ の 問題提起  ，  の 部分，す なわ ち保育者養成 の 全体

像 と担 当科 目 との 位 置 づ け ， 体系 的な カ リキ ュ ラ ム 理 解や 授業相互 の 内

容理解 の 不足 など専任教員間の 相互理解 は十分 とは言えな い 。

　　　　魯攻分 離廃止 な ど学科 編成 の 変化や メ ン バ ーの 変動な ど組 織の

　　　　　　　　　　　　　　しか し， 保育所保育指針や 幼稚 園教育要
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養 成 校 教 員 と して の 専門性 向、ヒの 組 織 的 取 り組 み （田 口 香 津子 ）
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